
 

2025年９月１日 

各 位 

上 場 会 社 名 株 式 会 社 Ｌ ｉ ｂ Ｗ ｏ ｒ ｋ

代 表 者 名 代 表 取 締 役 社 長  瀬 口 力 

(コード番号：1431 東証グロース・福証 Q-Board) 

問合せ先責任者 取締役経営企画室長 難家 嘉之 

（TEL．0968 - 44 - 3227） 

 

アステリア と 当社 が３Ｄプリンター住宅のＮＦＴ基盤開発で業務提携 

３Ｄプリンター住宅の設計データをＮＦＴで管理する世界初※のプロジェクト 

〜 支払いには日本円建てステーブルコイン「ＪＰＹＣ」も利用可能に 〜 

 

当社は、アステリア株式会社（本社:東京都渋谷区、代表取締役社長:平野洋一郎、証券コード:3853、

以下 アステリア）とＮＦＴ基盤開発で業務提携し、３Ｄプリンター住宅の設計データ等の改ざん防止を

実現する「住宅資産デジタルプラットフォーム」の構築に着手することをお知らせいたします。 

また、当社は、アステリアのASTERIA Warpを採用することで、３Ｄプリンター住宅をはじめとする当

社が施工する住宅の支払いを日本円建てステーブルコイン「ＪＰＹＣ」でも受け付けることを計画して

います。 

 

１．背景 

建築業界の人手不足や高騰する建築資材の使用量を抑制できることなどから、世界の３Ｄプリンター住

宅市場は急拡大していて、当社の調べによると2034年には現在の約100倍となる約221兆円規模への成長が

見込まれています。一方、３Ｄプリンター住宅の設計データには、デジタル特有の以下のような課題が顕

在化しています。 

• 設計図書や施工データは複製・改ざんリスクが高く、正規性や高度な管理が求められている。 

• 補修履歴は売買や投資時の資産評価に直結するにもかかわらず、十分に蓄積・共有されておら

ず、透明性が担保されていない。 

そこで、当社はこれらの課題に対し、設計図書・施工データ・補修履歴をＮＦＴトークンとして記録・

証明・流通させるデジタルプラットフォームの検討を開始。また、「非改ざん証明」を株主総会や自治体

文書で実現するブロックチェーン技術を持つアステリアと業務提携を締結し、「住宅資産デジタルプラッ

トフォーム」の構築に着手しました。 

アステリアが持つＷｅｂ３・ＮＦＴに関する技術・ノウハウと、当社の３Ｄプリンター住宅の開発ノウ

ハウを融合させることで、建築とデジタルの両面から住宅資産の信頼性を担保する世界初※のプラットフ

ォーム構築を目指します。※当社調べ 

 

２．目的  

「住宅資産デジタルプラットフォーム」はブロックチェーン上に３Ｄプリンター住宅の設計・施工・修

繕データをＮＦＴトークンとして記録・証明することで、住宅資産の真正性と信頼性を担保し、その価値

を長期的に維持・向上させることを目的としています。 

ＮＦＴはブロックチェーン技術を活用し、デジタルデータの唯一性や改ざん不可能性を保証する仕組み

です。これを住宅に応用することで、以下のような新しい住宅の所有体験と付加価値を提供します。 

（１）設計図書の無断複製防止（設計図書データをブロックチェーンに保存し、改ざんを防止） 

（２）真正性の証明（ＮＦＴによるデジタル証明書発行） 

（３）補修履歴の記録（住宅ライフサイクル管理の透明化） 

（４）シリアルナンバリングによる資産価値の創出 

（５）分断されていた住宅データを一元的に管理・流通させる住宅資産の新しい価値循環を創出 



（６）メタバースへの展開（設計・施工データのデジタル空間活用） 

また、当社はブロックチェーン基盤とASTERIA Warpを活用することで、日本円建てステーブルコイン

「ＪＰＹＣ」による決済を受け付ける計画です。 

【３Ｄプリンター住宅「Lib Earth House model B」の外観】 

 

 

３．アステリアとの協業理由 

アステリアは、ブロックチェーンやＷｅｂ３分野において数多くの技術開発と実装実績があり、金融、

製造等の領域において「真正性」「トレーサビリティ」「改ざん不可能な証明」を実現するプラットフォ

ーム構築を支援しています。 

その技術・ノウハウを当社の３Ｄプリンターハウス開発ノウハウと結びつけることで、建築とデジタル

の両面から住宅資産の信頼性を担保する世界初のプラットフォームの構築を目指します。 

 

４．今後の展望 

アステリアと当社は「住宅資産デジタルプラットフォーム」の構築を通じて、一般住宅へのＮＦＴトー

クンの活用を拡大し、住宅資産の新しい価値循環を生み出すことを目指します。 

また、当社は、３Ｄプリンター住宅のフランチャイズ・ライセンス展開を進め、住宅業界における新た

なスケールモデルを確立。グループとしても、2040年までに３Ｄプリンター住宅を累計10,000棟着工する

ことを目標とし、本プロジェクトはその達成に向けた重要な基盤整備となります。 

さらに、将来的には米ドル建てステーブルコイン「ＵＳＤＴ」や「ＵＳＤＣ」での決済による国際取引

を可能とし、住宅資産のグローバルな流通・展開を実現する方針です。 

 

 

５．業績に与える影響 

2026年６月期の業績予想に与える影響は軽微と考えます。今後開示すべき事項が生じた場合には、速や

かにお知らせいたします。 

 

当社は、本システムの開発を通じて、ＳＤＧｓ番号３「すべての人に健康と福祉を」、ＳＤＧｓ番号11

「住み続けられるまちづくりを」、ＳＤＧｓ番号12「つくる責任つかう責任」、ＳＤＧｓ番号13「気候変

動に具体的な対策を」、ＳＤＧｓ番号15「陸の豊かさも守ろう」及びＳＤＧｓ番号17「パートナーシップ

で目標を達成しよう」の実現に努めてまいります。 

 

 

 

 

 

 



 

■「Lib Work」について（ Webサイト https://www.libwork.co.jp/） 

Lib Work は、「暮らしを変える、世界を変える、未来をつくる」というスローガンのもと、「サステナ

ブル ＆テクノロジーで住まいにイノベーションを起こす」というミッションの実現に向けて、戸建て事

業に留ま らず多角的に事業展開しています。 デジタルマーケティング分野では、土地探しの「e 土地 

net」をはじめとした一定のカテゴリーに特化した サイトや、YouTube チャンネル「Lib Work ch」の運

営などを通し、ニーズに合わせた集客戦略を展開。ま た全国の工務店向けサブスクリプション型事業と

して、新築住宅プランの提案システム「マイホームロボ」 の開発をはじめ、「ALC/アダストリア・ライ

フスタイル・クリエイション」と共同開発した戸建て商品 「niko and ... EDIT HOUSE」の IP ライセン

ス販売などのプラットフォーム事業も行っています。さらに、 サステナブルな取り組みとして３Ｄプリ

ンター住宅の展開も本格的に始動。持続可能な未来に向けた取り組 みを日々行っています。 

 

■「アステリア株式会社」について（ Webサイト https://jp.asteria.com/ ） 

 アステリアは社会や企業を「つなぐ」エキスパートとして「ソフトウェアで世界をつなぐ」をコンセプ

トに、ヒト、モノ、オモイを「つなぐ」製品やサービスを提供するソフトウェア開発企業です。基幹製品

のASTERIA Warpは、様々なシステムやクラウドのデータをノーコードで連携できる製品として、1万社

（2023年8月1日現在）を超える企業に導入されています。また、デジタルコンテンツプラットフォーム

Handbook Xは、資料や動画、Webサイトなどあらゆる情報をアプリにまとめて管理できるクラウドサービ

ス。モバイルアプリ作成ツールPlatioは誰でも簡単に自社の業務に合ったモバイルアプリをノーコードで

作成・活用できるクラウドサービス。ノード統合プラットフォームGravioはノーコードで様々な場所にあ

る多様なデータを集約、活用し情報の一元管理を可能とするノードコンピューティング基盤。これらの製

品提供を通じて、DXや業務の効率化を推進しています。また、（一社）ブロックチェーン推進協会、（一

社）ノーコード推進協会などの設立に参画するなど、様々なイノベーションを推進し新しいテクノロジー

や価値観を普及啓発する活動にも取り組んでいます。 

以上 
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